
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持部材に支持された伝熱管に熱媒体を循環させるとともに伝熱管に接触して放熱又は
吸熱する熱移動部材を備えて、周囲温度を調節する温度調節装置において、前記伝熱管の
部位に応じて、前記熱移動部材の一部にスリットを形成して、前記伝熱管と熱移動部材と
の接触面積を変えており、

ことを特徴とする温度調節装置。
【請求項２】
　前記スリットの間隔は、伝熱管の入口部側の方が出口部側よりも狭いことを特徴とする

に記載の温度調節装置。
【請求項３】
　前記熱移動部材は金属箔であることを特徴とする に記載の温度調節装置
。
【請求項４】
　前記伝熱管は、往路管と復路管とから構成されており、温度調節装置には一本の伝熱管
のみが蛇行して配置されていることを特徴とする のいずれかに記載の温度
調節装置
【請求項５】
　前記伝熱管は、熱媒体の入口部と熱媒体の出口部とが配置された導出入領域における往
路管と復路管との間隔が、導出入領域以外の領域である循環領域における往路管と復路管
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前記スリットは複数形成し、伝熱管において熱媒体が導入され
る入口部側の方が出口部側よりも多く形成されている

請求項１

請求項１又は２

請求項１乃至３



との間隔よりも狭く設定されていることを特徴とする に記載の温度調節装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、周囲温度を調節する温度調節装置に関し、特に、室内の床等に配置して室内
温度を調節する温度調節装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　一般に、室内の床に配置され、床から室内を暖房する床暖房装置が公知である。かかる
従来の床暖房装置は、例えば、図７に示すように、面状に広がるマット部材１０２と、こ
のマット部材１０２の略全面に熱媒体としての温水が導入される温水パイプ１０３が蛇行
して配置されている。
【０００３】
　マット部材１０２には、所定の間隔で複数の小根太１０４が配置されており、床に配置
されるフローリング（床板）がくぎ打ちにより固定できるようになっている。温水パイプ
１０３は、ヘッダー１０５を介して、外部の給湯器等の加熱手段に接続されており、加熱
された高温の温水が供給される。即ち、この床暖房装置は、温水パイプ１０３から温水の
熱を放熱して、室内を暖房する構成となっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、従来の暖房装置にあっては、ヘッダー１０５から、温水パイプ１０３に
導入されたばかりの高温の温水が流れる箇所と、この温水が温水パイプ１０３内を所定距
離流れた後に放熱されると温水の温度が低下するので、温水の入口部側と出口部側とでは
、熱媒体の温度が異なり、熱が伝わる床面に温度むらが生じるという不都合があった。
【０００５】
　特に、高温の温水が導入される往路管１０３ａの入口部では、高い放熱温度が得られる
が、温水の温度が低下した復路管１０３ｂの出口部では放熱温度が低く、快適な暖房が得
られないという問題点があった。
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、簡易な構成で、温度むらを緩和できる温度調節装置を提供す
ることにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、支持部材に支持された伝熱管に
熱媒体を循環させるとともに伝熱管に接触して放熱又は吸熱する熱移動部材を備えて、周
囲温度を調節する温度調節装置において、前記伝熱管の部位に応じて、前記熱移動部材の
一部にスリットを形成して、前記伝熱管と熱移動部材との接触面積を変えており、

ことを特徴とする。
　この請求項１に記載の発明は、熱媒体の放熱温度の異なる伝熱管の部位に応じて、熱移
動部材との接触面積を調整している。接触面積の調整は、熱移動部材にスリットを形成す
るだけであるから、構成が簡易であり、別部材を必要としない。即ち、伝熱管と熱移動部
材との接触面積がおおければ熱移動が促進され、接触面積が少なければ熱移動が緩慢とな
る。従って、熱媒体温度の温度差が大きい部位ではスリットを形成して熱移動部材との接
触面積を少なくし、熱媒体温度の温度差の小さい部位では接触面積を多くすることによっ
て、簡易な構成で、温度むらを緩和する。
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請求項４

前記ス
リットは複数形成し、伝熱管において熱媒体が導入される入口部側の方が出口部側よりも
多く形成されている

熱媒体の入口部側では、熱交換がすすんでいないため温度調節をする対象雰囲気に対し
て熱媒体の温度差が大きく、出口部側では熱交換がすすんで熱媒体の温度差が小さいこと
から、入口部側にスリットを複数形成し、熱移動部材との接触を制限して、入口部側と出
口部側とにおける温度むらを緩和する。特に、複数のスリットを形成することによって、



【０００８】
【０００９】
【００１０】
　 に記載の発明は、前記スリットの間隔は、伝熱管の入口部側の方が出口部側よ
りも狭いことを特徴とする。この に記載の発明では、熱媒体の温度差が大きい入
口部側では、出口部側に比較してスリットの間隔を狭くしてスリットを多数形成し、スリ
ット面積を大きくとっているので、入口部側における伝熱管と熱移動部材との接触面積を
狭くして熱交換を抑制し、入口部側と出口部側とにおける温度むらを緩和する。
【００１１】
　 に記載の発明は、 に記載の発明において、前記熱移動部材は金
属箔であることを特徴とする。この に記載の発明では、熱移動部材として熱伝導
度の大きい金属箔を使用しているので、スリットまたは断熱材による伝熱の制御が特に有
効となる。
【００１２】
　 に記載の発明は、 のいずれかに記載の発明において、前記伝熱
管は、往路管と復路管とから構成されており、温度調節装置には一本の伝熱管のみが蛇行
して配置されていることを特徴とする。この に記載の発明は、一対の往路管と復
路管とを配置するという構成であるから、伝熱管の配管が少なくて済み、部品点数の削減
と、コストダウンが図れ、更に、全体として伝熱管の距離も短くなるので、伝熱管を流れ
る熱媒体の圧力損失が少ない。また、支持部材上における伝熱管のスペースが少ないので
、例えばクギ打ち等による設置作業時に伝熱管が邪魔になることを防止できる。
【００１３】
　 に記載の発明は、 に記載の発明において、前記伝熱管は、熱媒体の入
口部と熱媒体の出口部とが配置された導出入領域における往路管と復路管との間隔が、導
出入領域以外の領域である循環領域における往路管と復路管との間隔よりも狭く設定され
ていることを特徴とする。この に記載の発明は、導出入領域では、熱媒体温度の
温度差が大きい往路管と、すでに熱交換されて熱媒体温度の温度差が小さい復路管との間
隔を狭くして熱移動により両者の温度差の均衡を図っているので、更に、隣あう往路管と
復路管とにおける温度むらを緩和する。従って、スリット又は断熱材との相乗効果により
、更に温度むらを緩和する。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下に、添付図面の図１乃至図６を参照して、本発明の実施の形態を詳細に説明する。本
発明の実施の形態にかかる温度調整装置としての温水暖房装置１０は、温水を熱媒体（水
とエチレングリコール、又は水とプロピレングリコールとの混合液）とし、床に設置され
るものである。温水暖房装置１０の温水マット１１は、図１に示すように、床構造２０の
上に配置されており、好ましくは、暖房する室内の床面積の５０乃至８０％の範囲で配置
される。
【００１５】
　ここで、温水マット１１が設置される床構造について説明する。床２１は、いわゆる木
造建築の床であり、根太２２が並列に間隔Ｌを開けて配置されており、この間隔Ｌは、通
常３０３ mmである。根太２２、２２の間には、断熱材２４が配置されており、断熱材の厚
みは根太２２の厚みと略同じに設定されている。根太２２の上には、いわゆるステコンパ
ネと呼ばれる合板２６が配置されている。この構造用合板２６の上に、温水マット１１が
配置されている。
【００１６】
　温水マット１１は、この合板２６の上に配置されていると共に、温水マット１１以外の
領域にダミーの合板２８が配置され いる。この合板２８は、いわゆるダミーコンパネで
ある。温水マット１１は、熱媒体としての温水が導入される温水パイプ（伝熱管）１４と

10

20

30

40

50

(3) JP 3720148 B2 2005.11.24

細かな温度調整をすることができる。

請求項２
請求項２

請求項３ 請求項１又は２
請求項３

請求項４ 請求項１乃至３

請求項４

請求項５ 請求項４

請求項５

て



、この温水パイプ１４を保持する支持部材としてのマット１２及び床板（フローリング）
を固定するための小根太１６ａ、１６ｂ、及び熱移動手段としてのアルミ箔１８とを備え
ている。
【００１７】
　マット１２は、断熱材からできており、略１２ mmの厚みを有する略長方形形状に形成さ
れ、温水パイプ１４の熱が下方に逃げないようになっている。小根太１６ａ、１６ｂも同
様に１２ mmの厚みを有しており、温水マット１１上に床板３２をくぎにより打ちつけ可能
な構成となって、温水マット１１を設置した上から容易に床板３２を施工できる構成とな
っている。
【００１８】
　マット１２は、温水パイプ１４を所定の位置に保持すれば足り、汎用の断熱パネルやこ
れに代わる熱伝導部材を用いることもできる。この場合には熱伝導部材の下に断熱材を敷
く必要がある。更に、マット１２を用いずに、温水パイプ１４を小根太１６ａ、１６ｂに
支持させて固定金具で固定する構成とし、温水パイプ１４間に空気を介在させて熱を伝導
する構成としてもよい。
【００１９】
　マット１２としては、たとえば、断熱機能を持つ発泡ポリエチレン（たとえば発泡率２
０倍）やポリスチレンフォーム等により作られている。
【００２０】
　熱媒体としての温水を流す温水パイプ１４は、架橋ポリエチレン管、ポリプロピレン管
、又は金属管が使用されるが、可撓性を有するポリエチレン管、ポリブデン管等の樹脂材
料によれば、マット１２を丸めることができ、搬送に便利である。温水パイプ１４は、断
面略円形であり、そのパイプ径は例えば７．２ mmである。そして、この温水パイプ１４が
保持される埋め込み溝４１は温水パイプ１４の断面形状に対応した形状となっている。尚
、温水パイプ１４は断面形状を楕円形形状とすれば、アルミ箔との接触面積を増やすこと
ができ、その分伝熱効率を向上させることができる。
【００２１】
　アルミ箔１８は温水パイプ１４及びマット１２を覆う被覆手段であるとともに、温水パ
イプ１４からの熱を伝え、若しくは熱を保持する役割を有する。したがって、図１に示す
ように、マット１２の略全面に温水パイプ１４を配置し、全面への熱伝導を行なわない場
合には、アルミ箔１８はマット１２の表又は裏の一部にのみ設けてもよい。また、アルミ
箔１８の厚みを異ならせてもよい。尚、アルミ箔１８には、好ましくは、図１に示すよう
に、マーキング１８ａがされており、小根太１６ａ、１６ｂの位置を示すものであり、小
根太１６ａ、１６ｂの長さに対応して形成されている。このマーキング１８ａは、例えば
緑色の線で３０ mmの幅で構成されている。アルミ箔１８の構成については、後に更に詳述
する。
【００２２】
　小根太１６ａ、１６ｂは、本実施例では、マット１２の略全面にわたって互いに平行に
且つ交互に配列されている。具体的には、マット１２の一辺、即ち、図２において上辺か
らこれと対向する下辺に対して、複数の小根太１６ａが配列され、これらの小根太１６ａ
の先端側は、下辺に達しないように一定の間隔を１２ａを開けている。これらの小根太１
６ａ同志の間には、図２の下辺からこれに対向する上辺に対して延出するように、小根太
１６ｂが互いに平行に配置されている。これらの小根太１６ｂの先端側は、上辺に達しな
いように配置されている。この小根太１６ａ，１６ｂの寸法は、たとえば、厚みが１２ mm
で、幅が４５ mmである。
【００２３】
　伝熱管としての温水パイプ１４は、マット１２に１本のジグザグ状に配置されており、
一端部に設けられた入口部１３ａから導入された温水が出口部１３ｂから導出されるよう
になっている。即ち、図２に示すように、温水パイプ１４の配置状態を模式的に示すよう
に、小根太１６ａ、１６ｂに沿ってマット１２の内側に温水パイプ１４を蛇行して配置し
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ており、マット１２の略全体に渡って温水を循環させている。そして、小根太１６ａ、１
６ｂにより規定される各領域には、それぞれ一対の往路管１４ａと復路管１４ｂとが並
で配置されている。
【００２４】
　次に、温水パイプ１４の配置について説明する。マット１２の周辺と小根太１６ａ、１
６ｂにより規定される領域について、入口部１３ａと、出口部１３ｂとを備えるヘッダー
１５を含む領域を導出入領域Ａとし、そこから次第に温水パイプ１４が遠のく領域を循環
領域Ｂとし、この循環流域を構成する部分を導出入領域Ａ側から順次第１循環領域Ｃ、第
２循環領域Ｄ、第３循環領域Ｅとする。この第３循環領域Ｅでは、温水パイプ１４の往路
管１４ａと復路管１４ｂとが切り替わる構成となっており、各領域Ａ、Ｃ、Ｄ、Ｅでは、
往路管１４ａと復路管１４ｂとが並んで配置されており、往路管１４ａと復路管１４とで
は向流となるように温水を流している。
【００２５】
　即ち、各領域Ａ、Ｃ、Ｄ、Ｅでは、一対の往路管１４ａと復路管１４ｂとの２本の管を
配置するという構成であるから、４本等の多数配置する従来の構成に比較して、伝熱管の
配管が少なくて済み、部品点数の削減と、コストダウンが図れる。更に、全体として熱媒
体が循環する伝熱管の距離も短くなるとともに、配管の曲げ部分が少なくてすみ、伝熱管
を流れる熱媒体の圧力損失が少ない。従って、温水を供給するためのポンプを小さくする
ことができるとともにポンプ出力を小さくすることができる。また、各領域Ａ、Ｃ、Ｄ、
Ｅでは伝熱管以外のスペースが広く取れるので、上に床板（フローリング）をくぎ等で止
める場合にも、謝って温水パイプ１４を破損することを防止できる。
【００２６】
　往路管１４ａと復路管１４ｂとは、第１乃至第３循環領域Ｃ、Ｄ、Ｅでは、所定の距離
Ｓ１を介して配置されているが、往路管１４ａに導入された温水温度の高い導出入領域Ａ
では、往路管１４ａと復路管１４ｂとの間の距離Ｓ２が、Ｓ１よりも狭い寸法で配置され
ている。従って、導出入領域Ａでは、温水温度の高い往路管１４ａと、循環後に放熱され
て温水温度が低くなった復路管１４ｂとの間における熱移動により両者の温度差の均衡を
図ることができ、隣あう往路管１４ａと復路管１４ｂとの温度むらを緩和している。更に
、往路管１４ａの温水熱が復路管１４ｂに吸熱して両方の管の温度むらを緩和している。
結果的に全体として、導出入領域Ａにおける極端な高温を防止し、更に、導出入領域Ａと
循環領域Ｂとにおける温度むらをも緩和するものである。特に、各領域Ａ、Ｃ、Ｄ、Ｅで
は往路管１４ａと復路管１４ｂとは対向流となるので熱交換効率が向上する。
【００２７】
　次に、上述した熱移動部材としてのアルミ箔１８について更に詳しく説明する。温水パ
イプ１４は、マット１２に形成された溝４１に嵌め込まれており、マット１２に支持され
ている。上述したように、マット１２の全面に渡ってアルミ箔１８が配置されており、温
水パイプ１４の熱を拡散している。図３には導出入領域Ａにおける部分を示しているが、
往路管１４ａが位置する部分にはスリット４５が形成されており、温水パイプ１４とアル
ミ箔１８との間における断熱を図っている。このように、スリット４５を形成することに
よって、高温の温水が導入される入口部１３ａ付近における温水パイプ１４とアルミ箔１
８との間の断熱を図り、温水パイプ１４からアルミ箔１８への熱伝導を緩慢にして、温水
パイプ１４の温度が低い他の部位、例えば、導出入領域Ａにおける出口部１３ｂ付近の復
路管１４ｂ、との温度むらを防止するものである。
【００２８】
　従って、導出入領域Ａの復路管１４ｂでは、温水の熱は温水パイプ１４を循環中に放熱
して低下しているので、かかる部分では図３の右側に示すように、スリトを形成しないで
、復路管１４ｂに直接アルミ箔１８を接触させている。換言すれば、温水温度の高い部分
において、温水パイプ１４とアルミ箔１８との間にスリット４５を形成して、マット１２
上に載置されたアルミ箔１８との接触面積を変えることで、熱移動量を変えるものであり
、簡易な構成で、温度むらを緩和する構成となっている。
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【００２９】
　尚、図２に示す第１循環領域Ｃ、第２循環領域Ｄ及び第３循環領域Ｅの往路管１４ａ及
び復路管１４ｂの部位では、必要に応じて、適当な間隔を開けてスリット４５を形成して
もよい。
【００３０】
　次に、本実施の形態の作用について説明する。図示しない温水器から供給された高温の
温水は、ヘッダー１５の入口部１３ａから温水パイプ１４の往路管１４ａに流入される。
温水の熱は熱伝導によりアルミ箔１８を介して室内の床に向けてしだいに発散され、各領
域Ａ、Ｃ、Ｄ、Ｅを通過した後、第３循環領域Ｅで復路管１４ｂを流れ、出口部１３ｂか
ら導出される。
【００３１】
　一方、入口部１３ａから導入された温水は、導入部付近では高い温度を有するから、放
熱量も多い。しかし、温水パイプ１４を通過中に次第にその温度が低下して、例えば、入
口部１３ａと出口部１３ｂとでは通常約５℃程度の温度差を生じている。従って、温水パ
イプ１４の箇所によっては温水の温度差により、温度むらが生じようとする。しかし、図
３及び図４に示すように、温水温度が高い導出入領域Ａの入口部１３側の往路管１４ａの
部位では、アルミ箔１８にスリット４５を形成しているので、熱移動量が小さい。従って
、この部位での放熱量が少なくなる。尚、このスリットはあらかじめアルミ箔を貼る前に
スリット形成部にガムテープ等を貼っておき、アルミ箔の上にスリット形状の定板をおい
てガムテームを剥がすだけで、簡単にスリットを作ることができる。
【００３２】
　スリット４５が形成されていない、導出入領域Ａの出口部１３ｂ付近の復路管１４ｂの
部位では、温水の温度がすでに放熱されて低くなっており、ここでは温水パイプ１４はア
ルミ箔１８に直接接触して熱の移動を促進している。従って、温水温度の高い入口部１３
ａ付近の往路管１４ａの部位と、温水温度の低い出口具１３ｂ付近の復路管１４ｂの部位
における温度むらが緩和される。
【００３３】
　勿論、入口部と１３ａと出口部１３ｂとの付近に限らず、他の温水パイプ１４の箇所に
おいてもアルミ箔１８にスリット４５を形成することによって、その部分における温度調
整を図り、温度むらが緩和される。
【００３４】
　次に、図５及び図６を参照して、本発明の変形例について説明する。図５及び図６に示
す変形例では、上述したスリット４５に換えてアルミ箔１８に断熱材４３を配置した例を
示すものである。断熱材４３は、アルミ箔１８に一体に設けてもよいし、スリット４５の
空間に断熱材４３を埋める構成としてもよい。この場合には、断熱材４３は必要最小限の
箇所にのみ配置することができるので、断熱材の無駄を防止できる。
【００３５】断熱材４３としては、アルミ箔１８よりも熱伝導度の低いものであればよく
、特に制限されないが、例えば、紙、ガムテープ、発泡ポリエチレン等が使用される。
【００３６】
　本発明は上述した実施例に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形可能
である。例えば、熱媒体として温水を例に用いて説明したが、これに限らず、冷水や気体
または他の熱媒体を用いるものであっても同様な効果を得ることができる。
【００３７】
　また、温水マット１１は、床に配置される床暖房装置に限らず、天井や壁等に配置され
るものであってもよい。天井に設置する際には、熱を伝える空間は室内のみに限らず、そ
の裏側である屋根裏側に設けるようにして、暖房装置としてでなく、屋根裏の結露を防止
する装置等として構成することもできる。
【００３８】
【発明の効果】
　請求項１に記載の発明によれば、熱媒体の放熱温度の異なる伝熱管の部位に応じて、熱
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移動部材の一部にスリットを形成して、熱移動部材と伝熱管との接触面積を調整し、温度
むらを緩和することができる。しかも、接触面積の調整は、熱移動部材にスリットを形成
するだけであるから、構成が簡易であり、別部材を必要としない。
　

【００３９】
【００４０】
【００４１】
　 に記載の発明によれば、熱媒体の温度差が大きい入口部側のスリット間隔を狭
くしているから、入口部側における熱移動を抑制して、入口部側と出口部側とにおける温
度むらを緩和することができる。
【００４２】
　 に記載の発明によれば、熱移動部材として熱伝導度の大きい金属箔を使用して
いるので、スリットまたは断熱材による伝熱の制御が特に有効となる。
【００４３】
　 に記載の発明によれば、一対の往路管と復路管との２本の管を配置する構成で
あるから、上述した効果に加えて、伝熱管の配管が少なくて済み、部品点数の削減と、コ
ストダウンが図れ、更に、全体として伝熱管の距離も短くなるので、伝熱管を流れる熱媒
体の圧力損失が少なくできる。また、各領域では伝熱管のスペースが少ないので、例えば
クギ打ち等による設置作業時に伝熱管が邪魔になることを防止できる。
【００４４】
　 に記載の発明は、熱媒体温度の温度差が大きい往路管と、温度差が小さい復路
管との間隔を狭くして熱移動により両者の温度差の均衡を図っているので、更に、隣あう
往路管と復路管とにおける温度むらを緩和できる。
【００４５】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態にかかる床暖房装置の一部を切断して示す斜視図である。
【図２】図１に示す温水パイプの配管状態を模式的に示す平面図である。
【図３】図２に示す導出入領域の一部を抜き出して示す斜視図である。
【図４】図２のＧーＧ線における断面図である。
【図５】本発明の変形例にかかる導出入領域の一部を抜き出して示す斜視図である。
【図６】図５に示す導出入領域の横断面図である。
【図７】従来の温水マットの構造を示す平面図である。
【符号の説明】
１０  床暖房装置（温度調節装置）
１１  温水マット
１４  温水パイプ（伝熱管）
１３ａ  入口部
１３ｂ  出口部
１４ａ  往路管
１４ｂ  復路管
１８  アルミ箔（熱移動部材）
４３  断熱材
４５  スリット

10

20

30

40

(7) JP 3720148 B2 2005.11.24

熱媒体の入口部側では熱媒体の温度差が大きく、出口部側では熱媒体の温度差が小さい
ことから、入口部側にスリットを複数形成して、入口部側と出口部側とにおける温度むら
を緩和する。特に、複数のスリットを形成することによって、細かな温度調整をすること
ができる。

請求項２

請求項３

請求項４

請求項５



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

(9) JP 3720148 B2 2005.11.24



フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭５６－１００９３９（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭５４－１３１７５６（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０８－２７８０３３（ＪＰ，Ａ）
              実開昭５７－０１４７１５（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              E04C  2/52
              E04F 15/18
              F24D  3/16

(10) JP 3720148 B2 2005.11.24


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

